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(57)【要約】
【課題】嵌合部の視認性を向上することを課題とする。
【解決手段】超音波プローブは、超音波プローブと穿刺
アダプタとを嵌合させる嵌合部を備え、嵌合を誘導する
ための誘導情報が、嵌合を行う操作者に対して提示され
るように付される。例えば、誘導情報として、嵌合部又
は嵌合部近傍の領域を、超音波プローブの色とは異なる
色で着色する。超音波プローブの色とは異なる色には、
例えば、医学的に特定の意味を有する色以外の色が選択
される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波プローブと穿刺アダプタとを嵌合させる嵌合部を備え、
　前記嵌合を誘導するための誘導情報が、該嵌合を行う操作者に対して提示されるように
付されたことを特徴とする超音波プローブ。
【請求項２】
　前記誘導情報として、前記嵌合部または前記嵌合部近傍の領域を、前記超音波プローブ
の色とは異なる色で着色することを特徴とする請求項１に記載の超音波プローブ。
【請求項３】
　前記誘導情報として、前記嵌合部または前記嵌合部近傍の領域に、前記超音波プローブ
の色とは異なる色の印を付すことを特徴とする請求項１に記載の超音波プローブ。
【請求項４】
　前記印は、前記嵌合部を指し示す矢印であることを特徴とする請求項３に記載の超音波
プローブ。
【請求項５】
　前記印は、前記超音波プローブの外面のうち前記操作者に視認されやすい面に付された
印であって前記嵌合部の位置を示唆する矢印であることを特徴とする請求項３に記載の超
音波プローブ。
【請求項６】
　前記誘導情報として、前記超音波プローブと前記穿刺アダプタとが前記嵌合部にて嵌合
された状態を表現する情報を、該超音波プローブの色とは異なる色で付すことを特徴とす
る請求項１に記載の超音波プローブ。
【請求項７】
　前記情報は、前記超音波プローブに描かれた前記穿刺アダプタの線画であることを特徴
とする請求項６に記載の超音波プローブ。
【請求項８】
　前記誘導情報として、前記穿刺アダプタが前記嵌合部に嵌合される際の前記超音波プロ
ーブ上における該穿刺アダプタの位置を示す情報を、該超音波プローブの色とは異なる色
で付すことを特徴とする請求項１に記載の超音波プローブ。
【請求項９】
　前記超音波プローブの色とは異なる色は、医学的に特定の意味を有する色以外の色であ
ることを特徴とする請求項２～８のいずれか一つに記載の超音波プローブ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波プローブに関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、超音波プローブを介して被検体に対して超音波を送波するとともに
反射波を受波し、受波した超音波信号に基づいて超音波画像を生成する装置である。近年
、超音波診断装置を用いて組織の採取や治療を行う穿刺術が行われている。穿刺術におい
ては、超音波プローブに設けられた嵌合部と、穿刺アダプタに設けられた嵌合部とを嵌合
させることによって、超音波プローブに穿刺アダプタを装着する。そして、医師などの操
作者が、被検体の超音波画像を観察しながら穿刺アダプタを介して穿刺針を挿入すること
で、被検体に対して穿刺針を挿入する。
【０００３】
　従来、かかる穿刺術においては、感染防止の目的で、超音波プローブをシース（「プロ
ーブカバー」などとも称する）で覆うことが一般的である。この場合には、穿刺アダプタ
の装着は、超音波プローブをシースで覆った上で、超音波プローブに設けられた嵌合部と
穿刺アダプタに設けられた嵌合部とを嵌合させることで行われる（特許文献１など）。な
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お、穿刺アダプタの一部分までシースで覆うこともある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００９－７２６０４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した従来の技術では、超音波プローブをシースで覆うことにより、
超音波プローブに設けられた嵌合部の視認性が低下する結果、穿刺アダプタを装着する際
の操作性が低下するという課題があった。超音波プローブは、例えば白色を基調とする色
であることが多いが、シースが、白色である場合も、あるいは、着色されている場合も、
同様に課題となる。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、嵌合部の視認性を向上することが可能
な超音波プローブを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、請求項１に記載の超音波プローブは、
超音波プローブと穿刺アダプタとを嵌合させる嵌合部を備え、前記嵌合を誘導するための
誘導情報が、該嵌合を行う操作者に対して提示されるように付されたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　請求項１に記載の本発明によれば、嵌合部の視認性を向上することが可能になるという
効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】図１は、実施例１に係る超音波プローブの外観を示す図である。
【図２】図２は、実施例１に係る超音波プローブを説明するための図である。
【図３】図３は、実施例１に係る穿刺アダプタを説明するための図である。
【図４】図４は、実施例１に係る穿刺アダプタの装着を説明するための図である。
【図５】図５は、実施例１に係る穿刺アダプタの装着を説明するための図である。
【図６】図６は、実施例１に係るガイド情報を説明するための図である。
【図７】図７は、実施例１に係るガイド情報を説明するための図である。
【図８】図８は、実施例１に係るガイド情報を説明するための図である。
【図９】図９は、実施例１に係るガイド情報を説明するための図である。
【図１０】図１０は、実施例２に係る超音波プローブを説明するための図である。
【図１１】図１１は、実施例２に係る穿刺アダプタを説明するための図である。
【図１２】図１２は、実施例２に係る穿刺アダプタの装着を説明するための図である。
【図１３】図１３は、実施例２に係るガイド情報を説明するための図である。
【図１４】図１４は、実施例２に係るガイド情報を説明するための図である。
【図１５】図１５は、実施例２に係るガイド情報を説明するための図である。
【図１６】図１６は、実施例２に係るガイド情報を説明するための図である。
【図１７】図１７は、実施例３に係る超音波プローブ及び穿刺アダプタを説明するための
図である。
【図１８】図１８は、実施例３に係る穿刺アダプタの装着を説明するための図である。
【図１９】図１９は、実施例３に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２０】図２０は、実施例３に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２１】図２１は、実施例３に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２２】図２２は、実施例３に係るガイド情報を説明するための図である。
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【図２３】図２３は、実施例４に係る超音波プローブ及び穿刺アダプタを説明するための
図である。
【図２４】図２４は、実施例４に係る穿刺アダプタの装着を説明するための図である。
【図２５】図２５は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２６】図２６は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２７】図２７は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２８】図２８は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図２９】図２９は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図３０】図３０は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図３１】図３１は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【図３２】図３２は、実施例４に係るガイド情報を説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本発明に係る超音波プローブの実施例を説明する。なお、以下の実施例により
本発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１１】
　まず、図１を用いて、実施例１に係る超音波プローブ１０の外観を説明する。図１は、
実施例１に係る超音波プローブ１０の外観を示す図である。実施例１に係る超音波プロー
ブ１０は、体腔内用の超音波プローブであり、図１に例示するように、挿入部及びグリッ
プ部を有する本体部と、ケーブル部と、コネクタ部とを備える。
【００１２】
　本体部は、挿入部の先端にハウジング部を有する。ハウジング部は、電気信号を超音波
に変換し、変換した超音波を被検体に対して送波する。また、ハウジング部は、反射波を
受波し、受波した超音波を電気信号に変換する。挿入部は、体腔内に挿入され、グリップ
部は、操作者によって保持される。ケーブル部は、超音波プローブ１０と超音波診断装置
との間で電気信号を送受信し、コネクタ部は、超音波プローブ１０と超音波診断装置とを
接続する。
【００１３】
　ここで、符号ａは、本体部に設けられた穿刺アダプタ固定用の溝（以下、穿刺アダプタ
固定溝）を示す。実施例１に係る超音波プローブ１０は、超音波プローブ１０と、後述す
る穿刺アダプタ１１とを嵌合させる嵌合部として、図１に例示するように、１側面に、穿
刺アダプタ固定溝ａを２箇所有する。なお、実施例１に係る超音波プローブ１０は、図１
には現れていない反対側の側面にも同様に、穿刺アダプタ固定溝ａを２箇所有し、合計４
箇所の穿刺アダプタ固定溝ａを有する。
【００１４】
　図２は、実施例１に係る超音波プローブ１０を説明するための図である。図２に例示す
る超音波プローブ１０は、図１を用いて説明した超音波プローブ１０と同一である。図３
は、実施例１に係る穿刺アダプタ１１を説明するための図である。
【００１５】
　ここで、符号ｂは、超音波プローブ１０と穿刺アダプタ１１とを嵌合させる嵌合部とし
て穿刺アダプタ１１に設けられた突起を示す。もっとも、穿刺アダプタ１１に設けられた
突起ｂは、実際には穿刺アダプタ１１の内側に設けられており、図３においては図示され
ていない。突起ｂは、超音波プローブ１０に設けられた４箇所の穿刺アダプタ固定溝ａの
うち、図１に図示された本体部先端側の穿刺アダプタ固定溝ａに嵌合する。なお、穿刺ア
ダプタ１１は、図３には現れてない反対側の側面内側にも同様に、突起ｂを有し、合計２
箇所の突起ｂを有する。
【００１６】
　また、符号ｃは、超音波プローブ１０と穿刺アダプタ１１とを嵌合させる嵌合部として
穿刺アダプタ１１に設けられた突起を示す。もっとも、穿刺アダプタ１１に設けられた突
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起ｃは、実際には穿刺アダプタ１１の内側に設けられており、図３においては図示されて
いない。突起ｃは、超音波プローブ１０に設けられた４箇所の穿刺アダプタ固定溝ａのう
ち、図１に図示されたグリップ部側の穿刺アダプタ固定溝ａに嵌合する。なお、穿刺アダ
プタ１１は、図３には現れてない反対側の側面内側にも同様に、突起ｃを有し、合計２箇
所の突起ｃを有する。
【００１７】
　図４及び図５は、実施例１に係る穿刺アダプタ１１の装着を説明するための図である。
実施例１において、穿刺アダプタ１１の装着は、超音波プローブ１０をシースで覆った上
で、超音波プローブ１０に設けられた合計４箇所の穿刺アダプタ固定溝ａと、穿刺アダプ
タ１１に設けられた合計４箇所の突起ｂ及び突起ｃとをそれぞれ嵌合させることで行われ
る。例えば、図４に例示するように、まず、本体部先端側の穿刺アダプタ固定溝ａに穿刺
アダプタ１１の突起ｂを嵌合させ、次に、図５に例示するように、グリップ部側の穿刺ア
ダプタ固定溝ａに穿刺アダプタ１１の突起ｃを嵌合させる。
【００１８】
　なお、装着の手順について一例を簡単に説明すると、まず、操作者は、超音波プローブ
１０のハウジング部に、超音波ゲルを塗布する。次に、操作者は、超音波プローブ１０を
シースに挿入する。そして、操作者は、上述したように、超音波プローブ１０に設けられ
た合計４箇所の穿刺アダプタ固定溝ａと、穿刺アダプタ１１に設けられた合計４箇所の突
起ｂ及び突起ｃとをそれぞれ嵌合させ、超音波プローブ１０に穿刺アダプタ１１を装着す
る。
【００１９】
　ところで、従来の超音波プローブでは、超音波プローブをシースで覆うことにより、超
音波プローブに設けられた嵌合部の視認性が低下する結果、穿刺アダプタを装着する際の
操作性が低下していた。超音波プローブは、例えば白色を基調とする色であることが多い
が、シースが、白色である場合も、あるいは、着色されている場合も、超音波プローブに
設けられた嵌合部の視認性は低下してしまう。この点、実施例１に係る超音波プローブ１
０は、嵌合を誘導するための誘導情報（以下、ガイド情報）が、嵌合を行う操作者に対し
て提示されるように付されることで、嵌合部の視認性を向上し、穿刺アダプタ１１を装着
する際の操作性を向上する。
【００２０】
［ガイド情報］
　図６～９を用いて、実施例１に係るガイド情報を説明する。図６～９は、実施例１に係
るガイド情報を説明するための図である。実施例１に係る超音波プローブ１０は、例えば
、図６に例示するように、ガイド情報として、穿刺アダプタ固定溝ａ又は穿刺アダプタ固
定溝ａ近傍の領域を、超音波プローブ１０の色とは異なる色で着色する。例えば、図６の
（Ａ）は、穿刺アダプタ固定溝ａ内部を超音波プローブ１０の色とは異なる色で塗り潰し
た例である。また、例えば、図６の（Ｂ）は、穿刺アダプタ固定溝ａを超音波プローブ１
０の色とは異なる色で縁取りした例である。また、例えば、図６の（Ｃ）は、穿刺アダプ
タ固定溝ａ近傍の領域を超音波プローブ１０の色とは異なる色で塗った例である。
【００２１】
　なお、図６においては、説明の便宜上、具体的な着色を例示していないが、超音波プロ
ーブ１０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色を
組み合わせてもよい。もっとも、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択すること
が望ましい。すなわち、例えば赤色は、医学的には、血液を意味するとされ、例えば緑色
は、医学的には、滅菌済みであることを意味するとされる。このような医学的に特定の意
味を有する色を選択すると、操作者に誤解を与えるおそれがあるので、医学的に特定の意
味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００２２】
　次に、実施例１に係る超音波プローブ１０は、例えば、図７に例示するように、ガイド
情報として、穿刺アダプタ固定溝ａ又は穿刺アダプタ固定溝ａ近傍の領域に、超音波プロ
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ーブ１０の色とは異なる色の印を付す。例えば、図７の（Ａ）は、超音波プローブ１０の
側面に穿刺アダプタ固定溝ａを指し示す矢印を付した例である。また、例えば、図７の（
Ｂ）は、超音波プローブ１０の上面に、穿刺アダプタ固定溝ａの位置を示唆する矢印を付
した例である。すなわち、超音波プローブ１０の上面は、超音波プローブ１０の外面のう
ち、穿刺アダプタ１１の装着の際、操作者に視認されやすい面であるといえる。このよう
な面に、図７の（Ｂ）に例示するような矢印を付することで、矢印の指し示す先の側面に
穿刺アダプタ固定溝ａが４箇所存在することを、操作者に示唆することができる。
【００２３】
　なお、図７の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、矢印は、図７に例示した矢印
に限られず、塗り潰されていない縁取りだけの矢印でもよいし、また、矢印線でもよい。
また、着色については、図６と同様、超音波プローブ１０の色とは異なる色であれば、ど
のような色を選択してもよく、また、複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に特定の
意味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００２４】
　次に、実施例１に係る超音波プローブ１０は、例えば、図８に例示するように、ガイド
情報として、超音波プローブ１０と穿刺アダプタ１１とが嵌合された状態を表現する情報
を、超音波プローブ１０の色とは異なる色で付す。例えば、図８は、超音波プローブ１０
の側面に、超音波プローブ１０に装着された状態の穿刺アダプタ１１の線画を描いた例で
ある。図８に例示するように、穿刺アダプタ１１の線画を描いた結果、穿刺アダプタ固定
溝ａが線画によって囲まれることになるので、穿刺アダプタ固定溝ａの位置を示すことに
もなる。
【００２５】
　次に、実施例１に係る超音波プローブ１０は、例えば、図９に例示するように、ガイド
情報として、穿刺アダプタ１１が穿刺アダプタ固定溝ａに嵌合される際の超音波プローブ
１０上における穿刺アダプタ１１の位置を示す情報を、超音波プローブ１０の色とは異な
る色で付す。例えば、図９の（Ａ）は、超音波プローブ１０の側面のうち上面寄りに１本
の横線を付した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ１０を側面から観察した場
合には、上面側に穿刺アダプタ１１が装着されることを、操作者に示唆することができる
。また、例えば、図９の（Ｂ）は、超音波プローブ１０の上面のうち側面寄りに、１本ず
つの横線を付した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ１０を上面から観察した
場合には、上面側に穿刺アダプタ１１が装着されること、かつ、側面に穿刺アダプタ固定
溝ａが存在することを、操作者に示唆することができる。
【００２６】
　なお、図９の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、横線は、図９に例示した横線
に限られず、細線であってもよいし、また、線の数が異なってもよい。例えば、図９の（
Ｃ）及び（Ｄ）に例示するように、上面を幅広く塗り潰すような１本線であってもよい。
また、着色については、図６と同様、超音波プローブ１０の色とは異なる色であれば、ど
のような色を選択してもよく、また、複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に特定の
意味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００２７】
　なお、図６～９には図示しなかったが、嵌合の順番を併せて付してもよい。すなわち、
実施例１に係る超音波プローブ１０の場合、例えば、図４及び図５を用いて説明したよう
に、まず、本体部先端側の穿刺アダプタ固定溝ａに穿刺アダプタ１１の突起ｂを嵌合させ
てから、次に、グリップ部側の穿刺アダプタ固定溝ａに穿刺アダプタ１１の突起ｃを嵌合
させる、といった嵌合の順番がある。このような順番を提示する目的で、穿刺アダプタ固
定溝ａ又は穿刺アダプタ固定溝ａ近傍の領域に、例えば『１』、『２』といった数字を付
したり、１本線、２本線といった印を付したりしてもよい。
【実施例２】
【００２８】
　次に、実施例２を説明する。実施例２に係る超音波プローブ２０は、実施例１と同様、



(7) JP 2011-218016 A 2011.11.4

10

20

30

40

50

体腔内用の超音波プローブであり、挿入部及びグリップ部を有する本体部と、ケーブル部
と、コネクタ部とを備えるが、実施例１のものとは形状がやや異なる。
【００２９】
　図１０は、実施例２に係る超音波プローブ２０を説明するための図である。符号ｄは、
本体部に設けられた穿刺アダプタ固定溝を示す。実施例２に係る超音波プローブ２０は、
超音波プローブ２０と、後述する穿刺アダプタ２１とを嵌合させる嵌合部として、図１０
に例示するように、１側面に、穿刺アダプタ固定溝ｄを２箇所有する。なお、実施例２に
係る超音波プローブ２０は、図１０には現れていない反対側の側面にも同様に、穿刺アダ
プタ固定溝ｄを２箇所有し、合計４箇所の穿刺アダプタ固定溝ｄを有する。
【００３０】
　図１１は、実施例２に係る穿刺アダプタ２１を説明するためのである。ここで、符号ｅ
は、超音波プローブ２０と穿刺アダプタ２１とを嵌合させる嵌合部として穿刺アダプタ２
１に設けられた突起を示す。もっとも、穿刺アダプタ２１に設けられた突起ｅは、実際に
は穿刺アダプタ２１の内側に設けられており、図１１においては図示されていない。突起
ｅは、超音波プローブ２０に設けられた４箇所の穿刺アダプタ固定溝ｄのうち、本体部先
端側の穿刺アダプタ固定溝ｄに嵌合する。なお、穿刺アダプタ２１は、図１１には現れて
ない反対側の側面内側にも同様に、突起ｅを有し、合計２箇所の突起ｅを有する。
【００３１】
　また、符号ｆは、超音波プローブ２０と穿刺アダプタ２１とを嵌合させる嵌合部として
穿刺アダプタ２１に設けられた突起を示す。もっとも、穿刺アダプタ２１に設けられた突
起ｆは、実際には穿刺アダプタ２１の内側に設けられており、図１１においては図示され
ていない。突起ｆは、超音波プローブ２０に設けられた４箇所の穿刺アダプタ固定溝ｄの
うち、グリップ部側の穿刺アダプタ固定溝ｄに嵌合する。なお、穿刺アダプタ２１は、図
１１には現れてない反対側の側面内側にも同様に、突起ｆを有し、合計２箇所の突起ｆを
有する。
【００３２】
　図１２は、実施例２に係る穿刺アダプタ２１の装着を説明するための図である。実施例
２において、穿刺アダプタ２１の装着は、超音波プローブ１０をシースで覆った上で、超
音波プローブ１０に設けられた合計４箇所の穿刺アダプタ固定溝ｄと、穿刺アダプタ２１
に設けられた合計４箇所の突起ｅ及び突起ｆとをそれぞれ嵌合させることで行われる。例
えば、図１２の（Ａ）に例示するように、まず、本体部先端側の穿刺アダプタ固定溝ｄに
穿刺アダプタ２１の突起ｅを嵌合させ、次に、図１２の（Ｂ）に例示するように、グリッ
プ部側の穿刺アダプタ固定溝ｄに穿刺アダプタ２１の突起ｆを嵌合させる。
【００３３】
［ガイド情報］
　図１３～１６を用いて、実施例２に係るガイド情報を説明する。図１３～１６は、実施
例２に係るガイド情報を説明するための図である。実施例２に係る超音波プローブ２０は
、例えば、図１３に例示するように、ガイド情報として、穿刺アダプタ固定溝ｄ又は穿刺
アダプタ固定溝ｄ近傍の領域を、超音波プローブ２０の色とは異なる色で着色する。例え
ば、図１３の（Ａ）は、穿刺アダプタ固定溝ｄ内部を超音波プローブ２０の色とは異なる
色で塗り潰した例である。また、例えば、図１３の（Ｂ）は、穿刺アダプタ固定溝ｄを超
音波プローブ２０の色とは異なる色で縁取りした例である。また、例えば、図１３の（Ｃ
）は、穿刺アダプタ固定溝ｄ近傍の領域を超音波プローブ２０の色とは異なる色で塗った
例である。
【００３４】
　なお、図１３においては、説明の便宜上、具体的な着色を例示していないが、超音波プ
ローブ２０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよい。もっとも、医学的に特定の意味を有する色を選択すると、操作者
に誤解を与えるおそれがあるので、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択するこ
とが望ましい。



(8) JP 2011-218016 A 2011.11.4

10

20

30

40

50

【００３５】
　次に、実施例２に係る超音波プローブ２０は、例えば、図１４に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ固定溝ｄ又は穿刺アダプタ固定溝ｄ近傍の領域に、超音波プ
ローブ２０の色とは異なる色の印を付す。例えば、図１４の（Ａ）は、超音波プローブ２
０の側面に穿刺アダプタ固定溝ｄを指し示す矢印を付した例である。また、例えば、図１
４の（Ｂ）は、超音波プローブ２０の上面に、穿刺アダプタ固定溝ｄの位置を示唆する矢
印を付した例である。すなわち、超音波プローブ２０の上面は、超音波プローブ２０の外
面のうち、穿刺アダプタ２１の装着の際、操作者に視認されやすい面であるといえる。こ
のような面に、図１４の（Ｂ）に例示するような矢印を付することで、矢印の指し示す先
の側面に穿刺アダプタ固定溝ｄが４箇所存在することを、操作者に示唆することができる
。
【００３６】
　なお、図１４の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、矢印は、図１４に例示した
矢印に限られず、塗り潰されていない縁取りだけの矢印でもよいし、また、矢印線でもよ
い。また、着色については、図１３と同様、超音波プローブ２０の色とは異なる色であれ
ば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に
特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００３７】
　次に、実施例２に係る超音波プローブ２０は、例えば、図１５に例示するように、ガイ
ド情報として、超音波プローブ２０と穿刺アダプタ２１とが嵌合された状態を表現する情
報を、超音波プローブ２０の色とは異なる色で付す。例えば、図１５は、超音波プローブ
２０の側面に、超音波プローブ２０に装着された状態の穿刺アダプタ２１の線画を描いた
例である。図１５に例示するように、穿刺アダプタ２１の線画を描いた結果、穿刺アダプ
タ固定溝ｄが線画によって囲まれることになるので、穿刺アダプタ固定溝ｄの位置を示す
ことにもなる。
【００３８】
　次に、実施例２に係る超音波プローブ２０は、例えば、図１６に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ２１が穿刺アダプタ固定溝ｄに嵌合される際の超音波プロー
ブ２０上における穿刺アダプタ２１の位置を示す情報を、超音波プローブ２０の色とは異
なる色で付す。例えば、図１６の（Ａ）は、超音波プローブ２０の側面のうち上面寄りに
１本の横線を付した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ２０を側面から観察し
た場合には、上面側に穿刺アダプタ２１が装着されることを、操作者に示唆することがで
きる。また、例えば、図１６の（Ｂ）は、超音波プローブ２０の上面のうち側面寄りに、
１本ずつの横線を付した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ２０を上面から観
察した場合には、上面側に穿刺アダプタ２１が装着されること、かつ、側面に穿刺アダプ
タ固定溝ｄが存在することを、操作者に示唆することができる。
【００３９】
　なお、図１６の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、横線は、図１６に例示した
横線に限られず、細線であってもよいし、また、線の数が異なってもよい。例えば、上面
を幅広く塗り潰すような１本線であってもよい。また、着色については、図１３と同様、
超音波プローブ２０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、
複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択するこ
とが望ましい。
【００４０】
　なお、図１３～１６には図示しなかったが、嵌合の順番を併せて付してもよい。すなわ
ち、実施例２に係る超音波プローブ２０の場合、例えば、図１２を用いて説明したように
、まず、本体部先端側の穿刺アダプタ固定溝ｄに穿刺アダプタ２１の突起ｅを嵌合させて
から、次に、グリップ部側の穿刺アダプタ固定溝ｄに穿刺アダプタ２１の突起ｆを嵌合さ
せる、といった嵌合の順番がある。このような順番を提示する目的で、穿刺アダプタ固定
溝ｄ又は穿刺アダプタ固定溝ｄ近傍の領域に、例えば『１』、『２』といった数字を付し
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たり、１本線、２本線といった印を付したりしてもよい。
【実施例３】
【００４１】
　次に、実施例３を説明する。実施例３に係る超音波プローブ３０は、一般的な超音波プ
ローブである。実施例３に係る超音波プローブ３０は、実施例１と同様、挿入部及びグリ
ップ部を有する本体部と、ケーブル部と、コネクタ部とを備えるが、実施例１のものとは
形状がやや異なる。
【００４２】
　図１７は、実施例３に係る超音波プローブ３０及び穿刺アダプタ３１を説明するための
図である。図１７の（Ｂ）は、実施例３に係る超音波プローブ３０である。符号ｇは、本
体部に設けられた穿刺アダプタ固定用の突起（以下、穿刺アダプタ固定突起）を示す。実
施例３に係る超音波プローブ３０は、超音波プローブ３０と、後述する穿刺アダプタ３１
とを嵌合させる嵌合部として、図１７の（Ｂ）に例示するように、１側面に、穿刺アダプ
タ固定突起ｇを１箇所有し、合計２箇所の穿刺アダプタ固定突起ｇを有する。
【００４３】
　図１７の（Ａ）は、実施例３に係る超音波プローブ３０に装着される穿刺アダプタ３１
である。ここで、符号ｈ及び符号ｉは、超音波プローブ３０と穿刺アダプタ３１とを嵌合
させる嵌合部として穿刺アダプタ３１に設けられた凹部を示す。穿刺アダプタ３１に設け
られた凹部は、穿刺アダプタ３１の内側に設けられている。
【００４４】
　図１８は、実施例３に係る穿刺アダプタ３１の装着を説明するための図である。実施例
３において、穿刺アダプタ３１の装着は、超音波プローブ３０をシースで覆った上で、超
音波プローブ３０に設けられた合計２箇所の穿刺アダプタ固定突起ｇと、穿刺アダプタ３
１に設けられた合計２箇所の凹部ｈ及び凹部ｉとをそれぞれ嵌合させることで行われる。
例えば、図１８の（Ａ）に例示するように、まず、本体部右側の穿刺アダプタ固定突起ｇ
に穿刺アダプタ３１の凹部ｈを嵌合させ、次に、本体部左側の穿刺アダプタ固定突起ｇに
穿刺アダプタ３１の凹部ｉを嵌合させる。すると、図１８の（Ｂ）に例示するように、超
音波プローブ３０に穿刺アダプタ３１が装着される。
【００４５】
［ガイド情報］
　図１９～２２を用いて、実施例３に係るガイド情報を説明する。図１９～２２は、実施
例３に係るガイド情報を説明するための図である。なお、図１９は、実施例３に係る超音
波プローブ３０を、図１８の（Ａ）に示す白抜きの矢印方向から観察した様子を示すもの
である。実施例３に係る超音波プローブ３０は、例えば、図１９に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ固定突起ｇ又は穿刺アダプタ固定突起ｇ近傍の領域を、超音
波プローブ３０の色とは異なる色で着色する。例えば、図１９の（Ａ）は、穿刺アダプタ
固定突起ｇの表面を超音波プローブ３０の色とは異なる色で塗り潰した例である。また、
例えば、図１９の（Ｂ）は、穿刺アダプタ固定突起ｇを超音波プローブ３０の色とは異な
る色で縁取りした例である。また、例えば、図１９の（Ｃ）は、穿刺アダプタ固定突起ｇ
近傍の領域を超音波プローブ３０の色とは異なる色で塗った例である。
【００４６】
　なお、図１９においては、説明の便宜上、具体的な着色を例示していないが、超音波プ
ローブ３０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよい。もっとも、医学的に特定の意味を有する色を選択すると、操作者
に誤解を与えるおそれがあるので、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択するこ
とが望ましい。
【００４７】
　次に、実施例３に係る超音波プローブ３０は、例えば、図２０に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ固定突起ｇ又は穿刺アダプタ固定突起ｇ近傍の領域に、超音
波プローブ３０の色とは異なる色の印を付す。例えば、図２０の（Ａ）は、超音波プロー
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ブ３０の側面に穿刺アダプタ固定突起ｇを指し示す矢印を付した例である。なお、図２０
の（Ａ）は、実施例３に係る超音波プローブ３０を、図２０の（Ｂ）に示す白抜きの矢印
方向から観察した様子を示すものである。また、例えば、図２０の（Ｂ）は、超音波プロ
ーブ３０の上面に、穿刺アダプタ固定突起ｇの位置を示唆する矢印を付した例である。す
なわち、超音波プローブ３０の上面は、超音波プローブ３０の外面のうち、穿刺アダプタ
３１の装着の際、操作者に視認されやすい面であるといえる。このような面に、図２０の
（Ｂ）に例示するような矢印を付することで、矢印の指し示す先の側面に穿刺アダプタ固
定突起ｇが２箇所存在することを、操作者に示唆することができる。
【００４８】
　なお、図２０の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、矢印は、図２０に例示した
矢印に限られず、塗り潰されていない縁取りだけの矢印でもよいし、また、矢印線でもよ
い。また、着色については、図１９と同様、超音波プローブ３０の色とは異なる色であれ
ば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に
特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００４９】
　次に、実施例３に係る超音波プローブ３０は、例えば、図２１に例示するように、ガイ
ド情報として、超音波プローブ３０と穿刺アダプタ３１とが嵌合された状態を表現する情
報を、超音波プローブ３０の色とは異なる色で付す。例えば、図２１の（Ａ）は、超音波
プローブ３０の側面に、超音波プローブ３０に装着された状態の穿刺アダプタ３１の線画
を描いた例である。図２１の（Ａ）に例示するように、穿刺アダプタ３１の線画を描いた
結果、穿刺アダプタ固定突起ｇが線画によって囲まれることになるので、穿刺アダプタ固
定突起ｇの位置を示すことにもなる。なお、図２１の（Ａ）は、実施例３に係る超音波プ
ローブ３０を、図２１の（Ｂ）に示す白抜きの矢印方向から観察した様子を示すものであ
る。また、例えば、図２１の（Ｂ）は、超音波プローブ３０の上面に、超音波プローブ３
０に装着された状態の穿刺アダプタ３１の線画を描いた例である。
【００５０】
　次に、実施例３に係る超音波プローブ３０は、例えば、図２２に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ３１が穿刺アダプタ固定突起ｇに嵌合される際の超音波プロ
ーブ３０上における穿刺アダプタ３１の位置を示す情報を、超音波プローブ３０の色とは
異なる色で付す。例えば、図２２の（Ａ）は、超音波プローブ３０の側面のうち先端寄り
を塗り潰した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ３０を側面から観察した場合
には、先端側から穿刺アダプタ３１が装着されることを、操作者に示唆することができる
。なお、図２２の（Ａ）は、実施例３に係る超音波プローブ３０を、図２２の（Ｂ）に示
す白抜きの矢印方向から観察した様子を示すものである。また、例えば、図２２の（Ｂ）
は、超音波プローブ３０の上面のうち先端寄りを塗り潰した例である。すなわち、操作者
が超音波プローブ３０を上面から観察した場合には、先端側に穿刺アダプタ３１が装着さ
れることを、操作者に示唆することができる。
【００５１】
　なお、図２２の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、図２２に例示した塗り潰し
に限られず、例えば線であってもよい。また、着色については、図１９と同様、超音波プ
ローブ３０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよいが、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ま
しい。
【００５２】
　なお、図１９～２２には図示しなかったが、嵌合の順番を併せて付してもよい。すなわ
ち、実施例３に係る超音波プローブ３０の場合、例えば、図１８を用いて説明したように
、まず、本体部右側の穿刺アダプタ固定突起ｇに穿刺アダプタ３１の凹部ｈを嵌合させて
から、次に、本体部左側の穿刺アダプタ固定突起ｇに穿刺アダプタ３１の凹部ｉを嵌合さ
せる、といった嵌合の順番がある。このような順番を提示する目的で、穿刺アダプタ固定
突起ｇ又は穿刺アダプタ固定突起ｇ近傍の領域に、例えば『１』、『２』といった数字を
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付したり、１本線、２本線といった印を付したりしてもよい。
【実施例４】
【００５３】
　次に、実施例４を説明する。実施例４に係る超音波プローブ４０及び超音波プローブ４
５は、一般的な超音波プローブである。実施例４に係る超音波プローブ４０及び超音波プ
ローブ４５は、実施例１と同様、挿入部及びグリップ部を有する本体部と、ケーブル部と
、コネクタ部とを備えるが、実施例１のものとは形状がやや異なる。
【００５４】
　図２３は、実施例４に係る超音波プローブ４０、超音波プローブ４５、及び穿刺アダプ
タ４１を説明するための図である。図２３の（Ｂ）は、実施例４に係る超音波プローブ４
０である。符号ｋは、本体部に設けられた穿刺アダプタ固定突起を示す。実施例４に係る
超音波プローブ４０は、超音波プローブ４０と、後述する穿刺アダプタ４１とを嵌合させ
る嵌合部として、図２３の（Ｂ）に例示するように、合計４箇所の穿刺アダプタ固定突起
ｋを有する。
【００５５】
　また、図２３の（Ｃ）は、実施例４に係る超音波プローブ４５である。符号ｌは、本体
部に設けられた穿刺アダプタ固定突起を示す。実施例４に係る超音波プローブ４５は、超
音波プローブ４５と、後述する穿刺アダプタ４１とを嵌合させる嵌合部として、図２３の
（Ｃ）に例示するように、合計２箇所の穿刺アダプタ固定突起ｌを有する。
【００５６】
　図２３の（Ａ）は、実施例４に係る超音波プローブ４０又は超音波プローブ４５に装着
される穿刺アダプタ４１である。ここで、符号ｍは、超音波プローブ４０又は超音波プロ
ーブ４５と穿刺アダプタ４１とを嵌合させる嵌合部として穿刺アダプタ４１に設けられた
凹部を示す。穿刺アダプタ４１に設けられた凹部ｍは、穿刺アダプタ４１の内側に設けら
れている。なお、符号ｎは、固定用ツマミである。
【００５７】
　図２４は、実施例４に係る穿刺アダプタ４１の装着を説明するための図である。実施例
４において、穿刺アダプタ４１の装着は、超音波プローブ４０又は超音波プローブ４５を
シースで覆った上で、超音波プローブ４０に設けられた穿刺アダプタ固定突起ｋ、又は、
超音波プローブ４５に設けられた穿刺アダプタ固定突起ｌと、穿刺アダプタ４１に設けら
れた凹部ｍとをそれぞれ嵌合させることで行われる。
【００５８】
　図２４の（Ａ）に例示するように、超音波プローブ４０には２つの穿刺アダプタ４１を
装着することができる。例えば、超音波プローブ４０の場合、まず、穿刺アダプタ４１の
凹部ｍに超音波プローブ４０の穿刺アダプタ固定突起ｋの一方を嵌合させ、次に、穿刺ア
ダプタ４１の固定ツマミｎを回すことで、穿刺アダプタ４１の内側を他方の穿刺アダプタ
固定突起ｋに圧着させ、固定させる。超音波プローブ４０の場合、このような装着を２箇
所について行うことができる。
【００５９】
　また、図２４の（Ｂ）に例示するように、超音波プローブ４５には１つの穿刺アダプタ
４１を装着することができる。例えば、超音波プローブ４５の場合、まず、穿刺アダプタ
４１の凹部ｍに超音波プローブ４５の穿刺アダプタ固定突起ｌの一方を嵌合させ、次に、
穿刺アダプタ４１の固定ツマミｎを回すことで、穿刺アダプタ４１の内側を他方の穿刺ア
ダプタ固定突起ｌに圧着させ、固定させる。
【００６０】
［ガイド情報］
　図２５～３２を用いて、実施例４に係るガイド情報を説明する。図２５～３２は、実施
例４に係るガイド情報を説明するための図である。まず、図２５～２８を用いて、実施例
４に係る超音波プローブ４０を説明する。実施例４に係る超音波プローブ４０は、例えば
、図２５に例示するように、ガイド情報として、穿刺アダプタ固定突起ｋ又は穿刺アダプ
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タ固定突起ｋ近傍の領域を、超音波プローブ４０の色とは異なる色で着色する。例えば、
図２５の（Ａ）は、穿刺アダプタ固定突起ｋ表面を超音波プローブ４０の色とは異なる色
で塗り潰した例である。また、例えば、図２５の（Ｂ）は、穿刺アダプタ固定突起ｋを超
音波プローブ４０の色とは異なる色で縁取りした例である。また、例えば、図２５の（Ｃ
）は、穿刺アダプタ固定突起ｋ近傍の領域を超音波プローブ４０の色とは異なる色で塗っ
た例である。
【００６１】
　なお、図２５においては、説明の便宜上、具体的な着色を例示していないが、超音波プ
ローブ４０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよい。もっとも、医学的に特定の意味を有する色を選択すると、操作者
に誤解を与えるおそれがあるので、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択するこ
とが望ましい。
【００６２】
　次に、実施例４に係る超音波プローブ４０は、例えば、図２６に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ固定突起ｋ又は穿刺アダプタ固定突起ｋ近傍の領域に、超音
波プローブ４０の色とは異なる色の印を付す。例えば、図２６の（Ａ）は、超音波プロー
ブ４０の側面に穿刺アダプタ固定突起ｋを指し示す矢印を付した例である。また、例えば
、図２６の（Ｂ）は、超音波プローブ４０の上面に、穿刺アダプタ固定突起ｋの位置を示
唆する矢印を付した例である。すなわち、超音波プローブ４０の上面は、超音波プローブ
４０の外面のうち、穿刺アダプタ４１の装着の際、操作者に視認されやすい面であるとい
える。このような面に、図２６の（Ｂ）に例示するような矢印を付することで、矢印の指
し示す先の側面に穿刺アダプタ固定突起ｋが４箇所存在することを、操作者に示唆するこ
とができる。
【００６３】
　なお、図２６の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、矢印は、図２６に例示した
矢印に限られず、塗り潰されていない縁取りだけの矢印でもよいし、また、矢印線でもよ
い。また、着色については、図２５と同様、超音波プローブ４０の色とは異なる色であれ
ば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に
特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００６４】
　次に、実施例４に係る超音波プローブ４０は、例えば、図２７に例示するように、ガイ
ド情報として、超音波プローブ４０と穿刺アダプタ４１とが嵌合された状態を表現する情
報を、超音波プローブ４０の色とは異なる色で付す。例えば、図２７は、超音波プローブ
４０の側面に、超音波プローブ４０に装着された状態の穿刺アダプタ４１の線画を描いた
例である。図２７に例示するように、穿刺アダプタ４１の線画を描いた結果、穿刺アダプ
タ固定突起ｋが線画によって囲まれることになるので、穿刺アダプタ固定突起ｋの位置を
示すことにもなる。また、固定ツマミｎが位置付けられる側には固定ツマミｎの線画を描
くことで、穿刺アダプタ４１を装着する向きも、操作者に示唆することができる。
【００６５】
　次に、実施例４に係る超音波プローブ４０は、例えば、図２８に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ４１が穿刺アダプタ固定突起ｋに嵌合される際の超音波プロ
ーブ４０上における穿刺アダプタ４１の位置を示す情報を、超音波プローブ４０の色とは
異なる色で付す。例えば、図２８の（Ａ）は、超音波プローブ４０の正面側の側面のうち
両端を塗り潰した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ４０を正面側の側面から
観察した場合には、両端から穿刺アダプタ４１が装着されることを、操作者に示唆するこ
とができる。また、例えば、図２８の（Ｂ）は、超音波プローブ４０の上面のうち両端を
塗り潰した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ４０を上面から観察した場合に
は、両端に穿刺アダプタ４１が装着されることを、操作者に示唆することができる。
【００６６】
　なお、図２８の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、図２８に例示した塗り潰し
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に限られず、例えば線であってもよい。また、着色については、図２５と同様、超音波プ
ローブ４０の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよいが、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ま
しい。
【００６７】
　続いて、実施例４に係る超音波プローブ４５の場合を説明する。実施例４に係る超音波
プローブ４５は、例えば、図２９に例示するように、ガイド情報として、穿刺アダプタ固
定突起ｌ又は穿刺アダプタ固定突起ｌ近傍の領域を、超音波プローブ４５の色とは異なる
色で着色する。例えば、図２９の（Ａ）は、穿刺アダプタ固定突起ｌの表面を超音波プロ
ーブ４５の色とは異なる色で塗り潰した例である。また、例えば、図２９の（Ｂ）は、穿
刺アダプタ固定突起ｌを超音波プローブ４５の色とは異なる色で縁取りした例である。ま
た、例えば、図２９の（Ｃ）は、穿刺アダプタ固定突起ｌ近傍の領域を超音波プローブ４
５の色とは異なる色で塗った例である。
【００６８】
　なお、図２９においては、説明の便宜上、具体的な着色を例示していないが、超音波プ
ローブ４５の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよい。もっとも、医学的に特定の意味を有する色を選択すると、操作者
に誤解を与えるおそれがあるので、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択するこ
とが望ましい。
【００６９】
　次に、実施例４に係る超音波プローブ４５は、例えば、図３０に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ固定突起ｌ又は穿刺アダプタ固定突起ｌ近傍の領域に、超音
波プローブ４５の色とは異なる色の印を付す。例えば、図３０の（Ａ）は、超音波プロー
ブ４５の側面に穿刺アダプタ固定突起ｌを指し示す矢印を付した例である。また、例えば
、図３０の（Ｂ）は、超音波プローブ４５の上面に、穿刺アダプタ固定突起ｌの位置を示
唆する矢印を付した例である。すなわち、超音波プローブ４５の上面は、超音波プローブ
４５の外面のうち、穿刺アダプタ４１の装着の際、操作者に視認されやすい面であるとい
える。このような面に、図３０の（Ｂ）に例示するような矢印を付することで、矢印の指
し示す先の側面に穿刺アダプタ固定突起ｌが２箇所存在することを、操作者に示唆するこ
とができる。
【００７０】
　なお、図３０の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、矢印は、図３０に例示した
矢印に限られず、塗り潰されていない縁取りだけの矢印でもよいし、また、矢印線でもよ
い。また、着色については、図２９と同様、超音波プローブ４５の色とは異なる色であれ
ば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色を組み合わせてもよいが、医学的に
特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ましい。
【００７１】
　次に、実施例４に係る超音波プローブ４５は、例えば、図３１に例示するように、ガイ
ド情報として、超音波プローブ４５と穿刺アダプタ４１とが嵌合された状態を表現する情
報を、超音波プローブ４５の色とは異なる色で付す。例えば、図３１の（Ａ）及び（Ｂ）
は、超音波プローブ４５の側面に、超音波プローブ４５に装着された状態の穿刺アダプタ
４１の線画を描いた例である。図３１に例示するように、穿刺アダプタ４１の線画を描い
た結果、穿刺アダプタ固定突起ｌが線画によって囲まれることになるので、穿刺アダプタ
固定突起ｌの位置を示すことにもなる。また、図３１の（Ｂ）に例示するように、固定ツ
マミｎが位置付けられる側には固定ツマミｎの線画を描くことで、穿刺アダプタ４１を装
着する向きも、操作者に示唆することができる。
【００７２】
　次に、実施例４に係る超音波プローブ４５は、例えば、図３２に例示するように、ガイ
ド情報として、穿刺アダプタ４１が穿刺アダプタ固定突起ｌに嵌合される際の超音波プロ
ーブ４５上における穿刺アダプタ４１の位置を示す情報を、超音波プローブ４５の色とは
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異なる色で付す。例えば、図３２の（Ａ）は、超音波プローブ４５の側面のうち先端側を
塗り潰した例である。すなわち、操作者が超音波プローブ４５を側面から観察した場合に
は、先端側に穿刺アダプタ４１が装着されることを、操作者に示唆することができる。ま
た、例えば、図３２の（Ｂ）は、超音波プローブ４５の上面のうち先端側を塗り潰した例
である。すなわち、操作者が超音波プローブ４５を上面から観察した場合には、先端側に
穿刺アダプタ４１が装着されることを、操作者に示唆することができる。
【００７３】
　なお、図３２の（Ａ）と（Ｂ）とを組合せてもよい。また、図３２に例示した塗り潰し
に限られず、例えば線であってもよい。また、着色については、図２９と同様、超音波プ
ローブ４５の色とは異なる色であれば、どのような色を選択してもよく、また、複数の色
を組み合わせてもよいが、医学的に特定の意味を有する色以外の色を選択することが望ま
しい。
【００７４】
　なお、図２５～３２には図示しなかったが、嵌合の順番を併せて付してもよい。すなわ
ち、実施例４に係る超音波プローブ４０又は超音波プローブ４５の場合、例えば、図２４
を用いて説明したように、まず、穿刺アダプタ４１の凹部ｍを嵌合させてから、次に、固
定ツマミｎを圧着させる、といった嵌合の順番がある。このような順番を提示する目的で
、穿刺アダプタ固定突起又は穿刺アダプタ固定突起近傍の領域を、例えば『１』、『２』
といった数字を付したり、１本線、２本線といった印を付したりしてもよい。
【実施例５】
【００７５】
　さて、これまで本発明に係る超音波プローブの実施例として実施例１～４を説明してき
たが、本発明はこれに限られるものではなく、種々の異なる形態によって実施されてよい
ものである。
【００７６】
［超音波プローブの種類］
　超音波プローブの種類は、上記実施例において例示したものに限られず、穿刺アダプタ
が装着されるものであれば、いずれの種類の超音波プローブにも同様に適用することがで
きる。
【００７７】
［ガイド情報の例］
　ガイド情報は、上記実施例において例示したものに限られず、着色の範囲、印の種類、
嵌合された状態を表現する情報の表現方法など、任意に変更することができる。また、各
種のガイド情報を組み合わせて用いてもよい。
【符号の説明】
【００７８】
　１０　超音波プローブ
　ａ　穿刺アダプタ固定溝
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